
 

土木工学・建築学委員会分科会の設置について 

 

分科会等名：低頻度巨大災害分科会     

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

土木工学・建築学委員会 

２ 委員の構成 ２０名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的   近年、大規模河川氾濫、南海トラフ地震津波、首都直下地

震など、低頻度であっても巨大な災害のリスクに我が国はさ

らされている。海外でも、洪水、高潮災害や地震災害など、

巨大災害のリスクがある。これらは、地域に壊滅的な被害を

もたらすばかりではなく、国家規模での影響も甚大である。

そこで、このような低頻度巨大災害の様相を整理する。 

さらに、頻度の高い災害も含めた防災・減災システムにつ

いて議論し、その枠組みの中で、低頻度巨大災害の減災に資

するハード対策に必要な条件やソフト対策における課題等

について整理する。 

 

４ 審 議 事 項  １．低頻度巨大災害をもたらす災害とその様相の整理 

２．高頻度災害から低頻度巨大災害を含む防災・減災システ

ムのあり方 

３．防災・減災対策における課題 

に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間  平成２９年１１月２４日～平成３２年９月３０日 

６ 備    考  

 


